
豊 か な 体 験 を 通 し て 

学校長  高村 彰一 

６月９日、１０日の２日間、日光修学旅行へ行ってきました。私にとって、毎年のように訪れてい

る地ではありますが、本校に着任して、初めての宿泊体験学習の引率ということもあり、新鮮な気持

ちで訪れる２日間になりました。 

子どもたちは、これまでの準備の成果を発揮し、『Let’s go! にこにこ日光』のスローガンのも

と、たくさんの“にこにこ”を積み重ねながら、２日間の旅を終えました。日ごろの様子とはまた 

違った６年生の姿にふれ、この修学旅行を通して、一段と大きな成長を感じる機会になりました。 

 

①その場所でしか味わうことのできない体験をする 

  ご存じのように、日光と言えば、雄大な自然美と世界遺産に 

も登録されている人工の造形美を味わうことができる観光地と 

して有名な場所です。 

 初日には、華厳の滝などの滝めぐり、宿泊場所である湯の湖 

周辺の散策などを通して自然の豊かさを味わいました。 

二日目は、東照宮をはじめとする二社一寺をグループで見学することで、日本の一時代を築いた

徳川幕府の歴史を味わいました。また、栃木の文化である「ふくべ細工」の体験を、地元の方に教

えていただきながら楽しみました。 

 その土地でしか味わうことができないことを経験することで、生活が豊かになるだけでなく、「い

ろいろな場所へ行ってみたい」「次はこんなことをしてみたい」という意欲も高まります。きっと、

友達と一緒に経験したという思い出づくりにもなることでしょう。 

 

②みんなでつくり上げるという経験を重ねる 

  宿泊学習へ行くためには、事前の準備が大切になります。実行委員を中心にみんなで相談しなが

ら活動を考えたり、訪れる場所について調べたりします。活動や部屋のグループの友達と協力しな

がら、集団生活のマナーや互いに楽しむための心がけなどを学びます。地元の方や観光客もいるた

め、迷惑にならない行動にも気をつけます。互いに気持ちよく生活するために、挨拶やその場に応

じた適切な行動なども意識します。時間を守ることも、日ごろより大切にすることでしょう。 

  その上で、それぞれの行動をふり返り、声をかけ合いながら、最後まで充実した学習にするべく、

みんなで活動します。楽しく活動するためには、自分だけちゃんとしていればよい訳ではない、み

んなと関わって互いのことを思いやりながら活動をつくり上げたという経験が大切になります。 

 

 「行事で子どもが育つ」諸先輩方から教えていただいた言葉です。共通の目標に向かって、日常

生活とは異なる時間や空間を仲間と共に過ごすことで、子どもたちはたくさんの経験を重ね、成長

していきます。次は、５年生の出番です。どのような成長を見せてくれるのか、とても楽しみです。 
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